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現
在
、
副
村
長
を
欠
く
が
県
の

支
援
を
も
ら
い
想
定
内
で
業
務
処

理
が
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

を
計
画
整
備
に
取
組
ん
で
き
た
。

整
備
許
可
申
請
の
社
会
福
祉
法
人

愛
生
福
祉
会
を
決
め
施
設
整
備
を

進
め
て
き
た
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

は
、
１
ユ
ニ
ッ
ト
９
名
の
定
員
施

設
で
す
。

　
こ
れ
は
国
の
地
域
介
護
福
祉
空

間
整
備
事
業
等
交
付
金
１
千
５
百

万
円
で
交
付
決
定
を
受
け
て
い
る
。

　
４
月
か
ら
施
工
し
８
月
30
日
完

成
、
９
月
８
日
か
ら
、
事
業
開
所

し
た
。

　
財
政
健
全
化
法
が
施
行
さ
れ
て

す
べ
て
ク
リ
ア
し
て
い
る
。
本
村

で
は
基
準
値
以
下
と
な
っ
て
い
る
、

平
成
21
年
よ
り
裁
判
員
制
度
が
実

施
さ
れ
る
。

　
20
年
９
月
16
日
選
挙
管
理
委
員

会
で
裁
判
員
候
補
６
名
と
検
察
審

査
委
候
補
３
名
を
選
定
し
た
。

　
中
学
校
海
外
研
修
は
、
生
徒
17

名
、
引
率
3
名
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
８
月
22
日
に
出
発
。
29
日
帰

村
し
た
。

　
事
業
費
５
百
27
万
１
千
円
で
生

徒
１
人
５
万
円
を
負
担
し
た
。
今

後
も
事
業
を
続
け
た
い
。

　
６
月
に
子
供
見
守
り
隊
を
組
織

し
た
。
県
の
委
嘱
の
ス
ク
ー
ル
ガ

ー
ド
リ
ー
ダ
ー
も
活
動
し
て
い
る
。

下
校
の
合
図
を
防
災
無
線
で
放
送

す
る
。

９月定例会議案審議
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米
価
の
低
迷
に
よ
り
　
ゆ
ず
の

栽
培
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。

苗
木
の
補
助
金
が
良
く
、
農
地
に

植
え
る
場
合
村
か
ら
２
分
の
１
、

転
作
で
植
え
る
場
合
Ｊ
Ａ
水
田
協

か
ら
２
分
の
１
苗
代
は
ほ
ぼ
無
料

と
な
る
。
今
後
補
場
整
備
さ
れ
た

水
田
に
植
え
る
人
が
増
え
る
と
思

う
。
稲
と
隣
接
し
た
場
合
双
方
に

農
薬
の
飛
散
に
よ
る
被
害
が
心
配

さ
れ
る
。
団
地
化
し
て
は
、
村
で

残
留
農
薬
の
検
査
を
す
る
考
え
は
、

又
獣
害
が
あ
り
村
で
電
柵
に
補
助

金
の
考
え
は
な
い
か
。

　
推
肥
施
設
は
国
営
農
地
の
ハ
ウ

ス
等
利
用
し
て
は
。

　
夢
市
場
は
間
を
お
か
ず
活
用
す

る
と
言
う
事
で
、
あ
っ
た
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
、
直
販
所
を
村
内

で
行
う
考
え
は
。

　
農
業
公
社
の
農
業
振
興
の
核
と

な
る
べ
き
。
村
長
の
考
え
を
問
う
。

　
答
弁
　
村
長

　
ゆ
ず
は
県
の
熱
心
な
指
導
を
う

け
村
と
し
て
も
増
反
を
進
め
る
計

画
で
あ
る
、
特
に
消
毒
に
つ
い
て

は
関
係
基
幹
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が

ら
最
良
の
方
法
を
と
る
。
残
留
農

薬
の
検
査
は
今
後
勉
強
し
な
が
ら

進
め
る
、
電
柵
は
問
題
点
も
あ
る

と
思
う
が
検
討
し
た
い
。

　
堆
肥
施
設
は
過
大
な
投
資
よ
り

も
簡
易
な
施
設
を
考
え
て
い
る
。

田
村

平成20年12月



　
質
問
　
増
井
議
員

「
住
民
サ
ー
ビ
ス
」

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い

て
高
齢
者
に
十
分
説
明
出
来
て
い

る
か
。
職
員
及
び
来
客
に
対
す
る

接
客
態
度
に
批
判
が
あ
る
。
職
員

の
意
織
改
革
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
答
弁
　
村
長

　
地
域
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
村
民
か
ら
批
判
が
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。
今
後
村
民
の
要

望
・
意
見
に
対
し
気
軽
に
対
話
で

き
る
様
注
意
を
促
す
。

「
行
政
執
行
体
制
」

　
副
村
長
・
農
業
公
社
理
事
長
の

不
在
で
行
政
に
停
滞
が
生
じ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
夢
市
場
再
開

の
見
通
し
は
。

　
答
弁
　
村
長

　
副
村
長
・
農
業
公
社
理
事
長
の

　
質
問
　
横
本
議
員

　
今
後
の
行
政

　
９
月
１
日
の
人
事
移
動
の
主
眼

は
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
村
長
は
、

農
林
業
振
興
を
公
約
に
し
て
い
る

が
、
二
次
加
工
も
含
め
三
原
村
に

あ
っ
た
産
業
を
計
画
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
村
民
の
暮
ら
し
を
守
る

立
場
か
ら
の
医
療
福
祉
政
策
は
あ

る
の
か
。

　
答
弁
　
村
長

　
公
約
を
し
た
事
が
出
来
て
い
な

い
反
省
も
あ
り
、
有
能
な
職
員
が

同
じ
場
所
に
長
く
い
る
事
も
才
能

が
発
揮
で
き
な
い
と
い
う
心
配
も

あ
っ
た
。
ス
ピ
ー
ド
感
、
ア
ク
セ

ン
ト
の
あ
る
行
政
を
実
行
す
る
為
、

早
い
時
期
に
と
思
い
移
動
し
た
。

　
行
政
改
革
委
員
会
か
ら
の
指
摘

又
今
あ
る
も
の
を
整
備
し
活
性
化

さ
せ
る
方
が
大
切
で
あ
る
。
特
別

な
医
療
福
祉
政
策
は
な
い
。
行
政

が
近
く
に
あ
る
環
境
を
作
り
た
い
。
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不
在
は
組
織
と
し
て
不
備
で
は

あ
る
が
村
民
の
影
響
は
最
小
限

に
押
え
て
い
る
。
夢
市
場
再
開

に
つ
い
て
は
早
急
に
村
民
と
の

対
話
集
会

を
開
催
し
村
民
　
の
意
見
を
集

約
し
結
論
を
出
す
。

「
農
林
業
政
策
」

　
農
業
後
継
者
の
育
成
・
農
産

物
の
販
売
促
進
に
行
政
も
支
援

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
間
伐
材

の
付
加
価
値
化
・
代
替
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
CO2
排
出
取
引
等
に
つ
い

て
研
究
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

地
域
の
活
性
化
・
雇
用
の
創
出

の
為
各
種
団
体
の
活
用
を
図
る

考
え
は
な
い
か
。

　
答
弁
　
村
長

　
間
伐
材
・
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

CO2
排
出
取
引
等
に
つ
い
て
は
研

究
や
事
業
実
施
の
投
資
が
大
き

い
村
単
独
で
は
無
理
で
あ
る
。

各
種
団
体
の
活
用
に
つ
い
て
は

先
ず
地
域
住
民
が
一
体
と
な
り

協
働
す
る
組
織
が
必
要
で
あ
る
。

体
制
が
整
え
ば
国
や
県
の
政
策

を
活
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

り
先
進
地
に
学
び
地
域
の
発
展

を
図
り
た
い
。

　
村
道
工
事

　
下
切
ト
ン
ネ
ル
か
ら
亀
の
川
側

の
道
路
工
事
が
交
付
金
の
減
額
に

よ
り
止
ま
る
事
は
な
い
か
。
下
切

へ
の
水
道
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
答
弁
　
村
長

　
道
路
工
事
の
完
成
の
見
通
し
は

た
っ
て
い
る
。

　
答
弁
　
産
業
建
設
課
長

　
道
路
特
定
財
源
の
関
係
で
３
千

２
百
万
円
減
額
さ
れ
て
い
る
。
道

路
工
事
は
今
後
も
進
め
る
方
向
で

県
と
協
議
し
て
い
る
。
水
道
工
事

は
一
部
繰
り
越
し
と
な
る
見
込
み
。

　

医
療
費
助
成

　
中
学
校
ま
で
の
助
成
が
で
き
な

い
か
。

　
答
弁
　
住
民
課
長

　
医
療
費
助
成
は
見
当
し
て
い
な

い
。

　
直
販
所
夢
市
場
の
活
用
は
間
を

お
か
ず
と
考
え
て
い
た
が
条
件
が

と
と
の
わ
ず
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

村
民
各
位
の
意
見
を
聞
き
、
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
段
階
的
に
取
り

組
む
、
農
耕
セ
ン
タ
ー
の
活
用
は

説
明
会
を
持
っ
て
進
め
る
。

　
農
業
公
社
は
農
林
業
の
振
興
を

第
一
に
考
え
て
い
る
、
公
社
の
果

た
す
役
割
は
大
き
く
公
社
が
万
全

の
体
勢
で
農
業
振
興
に
取
り
組
む

の
は
当
然
で
あ
る
、
議
会
か
ら
の

理
事
を
一
日
も
早
く
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
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平
成
19
年
度
三
原
村
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

　
平
成
19
年
度
決
算
審
議
意
見

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
歳
入

歳
出
決
算
書
及
び
決
算
内
容
に
係

わ
る
事
務
・
書
類
審
査
し
違
法
は

な
く
適
正
で
あ
る
。
基
金
財
産
も

適
正
で
あ
る
。
健
全
化
判
断
比
率

の
計
数
の
管
理
は
適
切
に
行
わ
れ

承
認
し
た
が
危
機
管
理
意
識
を
行

政
職
の
共
通
認
識
と
し
て
強
化
し
、

健
全
財
政
の
確
保
の
目
標
に
向
い

行
動
す
べ
き
で
あ
る
。

質
疑
　
横
本
議
員

　
税
金
等
の
未
収
が
増
え
て
き
て

い
る
状
況
に
あ
る
が
、
監
査
委
員

は
戸
別
の
内
容
に
つ
い
て
詳
細
に

掴
ん
で
い
る
の
か
。

答
弁
　
平
石
代
表
監
査

　
個
人
的
な
名
前
等
々
に
つ
い
て

は
一
切
承
知
し
て
い
な
い
。

質
疑
　
横
本
議
員

　
滞
納
が
増
え
て
い
る
と
い
う
事

に
つ
い
て
執
行
部
と
し
て
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
会
計
室
長

　
全
職
員
が
各
チ
ー
ム
に
分
か
れ

戸
別
訪
問
で
徴
収
に
努
め
て
き
た
。

未
収
金
全
回
収
と
は
な
っ
て
い
な

い
。

質
疑
　
川
村
議
員

　
村
営
住
宅
・
簡
易
水
道
使
用
料

の
滞
納
額
が
増
加
し
て
い
る
。
滞

納
者
に
ど
の
様
に
対
応
し
て
い
る

の
か
、
村
の
条
例
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
今
後
ど
の
様
に
対
応
さ
れ
る

の
か
。

答
弁
　
産
業
建
設
課
長

　
高
額
の
方
と
は
返
済
計
画
に
つ

い
て
協
議
し
て
い
る
。
他
の
方
に

つ
い
て
も
督
促
を
し
て
い
る
。

質
疑
　
田
村
議
員

　
地
方
交
付
税
で
昨
年
対
比
で
増

額
と
な
っ
て
い
る
が
理
由
を
尋
ね

る
。
国
際
交
流
事
業
に
つ
い
て
村

長
は
前
向
き
に
来
年
度
以
降
も
や

り
た
い
と
い
う
報
告
も
あ
っ
た
が
、

村
民
の
中
に
は
予
算
的
に
厳
し
い

又
、
不
用
論
も
聞
か
れ
る
が
。

答
弁
　
総
務
課
長

　
公
債
費
の
償
還
部
分
と
、
基
準

財
政
需
要
用
額
に
つ
い
て
増
額
さ

れ
て
い
る
。

答
弁
　
教
育
長

　
確
か
に
保
護
者
の
方
、
村
民
の

方
か
ら
反
対
賛
成
の
意
見
が
私
の

耳
に
入
っ
て
く
る
が
子
供
達
は
、

広
い
所
を
観
た
そ
れ
か
ら
異
文
化

に
触
れ
た
と
い
う
事
で
と
て
も
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。
先
生
方
か
ら

も
授
業
態
度
も
変
わ
っ
て
き
た
と

聞
い
て
い
る
。
今
後
も
教
育
委
員

会
と
し
て
は
、
可
能
な
限
り
事
業

を
要
求
す
る
方
針
を
決
め
て
い
る
。

質
疑
　
沖
議
員

　
普
通
車
１
台
を
譲
渡
し
て
い
る

が
、
車
の
価
値
が
当
然
あ
り
、
そ

れ
を
無
償
譲
渡
と
な
る
と
利
益
譲

渡
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
解
釈
を

せ
ざ
る
を
え
ん
と
思
う
。

答
弁
　
産
業
建
設
課
長

　
新
車
を
購
入
の
時
に
車
の
値
引

き
を
し
て
い
る
。
そ
の
部
分
が
31

万
2
千
95
円
と
し
て
価
値
を
出
し

て
お
り
、
価
値
が
な
く
な
っ
た
と

い
う
形
で
譲
渡
し
た
。

動
議
　
沖
議
員

　
財
産
の
物
品
の
譲
渡
に
つ
い
て

擬
義
が
生
じ
て
お
り
、
す
べ
て
の

決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
特
別
委

員
会
を
結
成
し
て
付
託
を
す
る
。

討
論
　
田
村
議
員

　
決
算
は
既
に
終
わ
っ
て
お
り
認

定
を
す
る
し
な
い
の
裁
決
を
す
る

べ
き
と
思
い
反
対
す
る
。

　
　
　
動
議
に
賛
成
多
数
可
決

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
委
員
長
沖
　
六
海
、
副
委
員

長
斉
藤
元
紀
、
委
員
全
員
で
平
成

19
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

決
算
の
認
定
を
審
議
す
る
こ
と
に

決
定
し
た
。

　
平
成
20
年
度
三
原
村
一
般
会
計

　
補
正
予
算
既
決
額
に
９
百
50
万

　
８
千
円
を
追
加
し
、
18
億
５
千

　
９
百
91
万
４
千
円
と
す
る
。

質
疑
　
増
井
議
員

　
従
来
の
シ
ス
テ
ム
導
入
し
て
い

る
会
社
は
ど
こ
か
。

答
弁
　
総
務
課
長

　
業
者
は
情
報
管
理
セ
ン
タ
ー
で

あ
る
。

質
疑
　
沖
議
員

　
文
化
財
保
護
委
員
の
42
万
6
千

円
の
補
正
で
、
何
人
で
ど
の
よ
う

な
事
業
を
す
る
の
か
内
容
を
説
明

せ
よ
。

答
弁
　
教
育
次
長

　
昭
和
50
年
当
時
の
民
具
の
整
理

を
委
員
さ
ん
４
名
で
15
回
位
の
予

定
。

質
疑
　
川
村
議
員

　
報
償
費
の
24
万
円
は
、
現
在
行

わ
れ
て
い
る
裁
判
に
係
る
費
用
か
、

今
後
も
又
こ
れ
に
追
加
し
て
費
用

が
必
要
か
。

答
弁
　
総
務
課
長

　
裁
判
に
係
る
費
用
に
出
て
来
る

部
分
が
見
込
ま
れ
る
。

質
疑
　
増
井
議
員

　
県
道
及
び
村
道
の
草
刈
り
が
随

分
遅
れ
た
発
注
だ
っ
た
と
思
う
が

今
後
の
予
定
は
ど
う
か
。

答
弁
　
村
長

　
出
来
る
だ
け
そ
の
人
達
が
、
公

平
に
そ
の
機
会
に
恵
ま
れ
る
よ
う

配
慮
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
可
決

議
案
審
議

議
案
審
議
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万
２
千
円
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
可
決

　
平
成
20
年
度
三
原
村
後
期
高

　
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳

　
出
補
正
予
算

　
既
決
額
に
15
万
円
を
追
加
し
、

　
２
千
７
百
65
万
円
と
す
る
。

反
対
討
論
　
横
本
議
員

　
以
前
か
ら
も
反
対
の
立
場
で

廃
止
、
反
対
す
る
。

　
　
　
　
　
　
賛
成
多
数
可
決

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の

　
同
意

　
三
原
村
柚
の
木
三
八
四
番
地
四

　
大
塚
　
準

　
（
昭
和
15
年
８
月
23
日
生
）

　
平
成
20
年
10
月
２
日
か
ら

　
平
成
23
年
10
月
１
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
同
意

　
平
成
20
年
度
三
原
村
簡
易
水

　
道
特
別
会
計
補
正
予
算
既
決

　
額
に
３
百
40
万
円
を
追
加
し
、

　
２
億
千
２
百
97
万
５
千
円
と

　
す
る
。

質
疑
　
沖
議
員

　
水
道
料
の
見
直
し
を
す
る
計

画
や
水
道
特
別
会
計
の
運
営
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
の
か

答
弁
　
産
業
建
設
課
長

　
水
道
料
改
訂
に
つ
い
は
、
前

向
き
に
検
討
は
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
可
決

　
平
成
20
年
度
三
原
村
農
業
集

　
落
排
水
特
別
会
計
歳
入
歳
出

　
補
正
予
算
を

　
既
決
額
に
１
百
90
万
３
千
円

を
追
加
し
、
６
千
１
百
39
万
８

千
円
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
可
決

　
平
成
20
年
度
三
原
村
介
護
保

　
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
補
正

　
予
算

　
既
決
額
に
３
百
46
万
２
千
円

を
追
加
し
、
２
億
３
千
３
百
６ 

　
平
成
20
年
度
三
原
村
国
民
健
　

　
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
　

　
補
正
予
算

　
既
決
額
に
81
万
円
を
追
加
し
、

２
億
９
千
５
百
61
万
円
と
す
る

質
疑
　
横
本
議
員

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
の
基

金
の
繰
入
は
し
な
い
と
い
け
な
い

の
か
。

答
弁
　
住
民
課
長

　
国
保
税
に
付
い
て
は
、
改
正
さ

れ
た
の
で
税
金
が
予
算
か
ら
減
額

と
な
っ
た
。
そ
の
為
財
源
が
不
足

す
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
可
決

　
平
成
20
年
度
三
原
村
国
民
健
康

　
保
険
診
療
所
特
別
会
計
歳
入
歳

　
出
補
正
予
算

　
既
決
額
に
67
万
７
千
円
を
追
　

加
し
、
４
千
２
百
67
万
７
千
円
と

す
る

　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
可
決

土佐れいほく農業協同組合
ゆず加工施設視察研修

日時　平成20年10月23日

場所　大豊町　
　　　議会全員参加
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年
末
で
す
。
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

お
手
持
ち
の
納
付
案
内
書
や
口
座
振
替
の
通
帳
を
今
一
度

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
保
険
料
納
付
済

期
間
と
保
険
料
免
除
期
間
を
合
わ
せ
て
原
則
二
十
五
年
以

上
必
要
で
す
（
第
三
号
被
保
険
者
期
間
、
厚
生
年
金
・
共

済
組
合
な
ど
の
加
入
期
間
も
含
み
ま
す
）
。
あ
な
た
の
大

切
な
年
金
で
す
。
受
給
権
を
得
る
た
め
に
も
納
め
忘
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
後
で
ま
と
め
て
納
め
た
い
と
思

っ
て
も
、
二
年
を
過
ぎ
る
と
そ
れ
以
前
の
保
険
料
は
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
お
得
で
便
利
、
確
実
な

「
口
座
振
替
」
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
納
め
た
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
全
額
社
会
保
険
料
控

　
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
二
十
年
一
月
か
ら
十

二
月
ま
で
に
納
め
た
保
険
料
の
全
額
で
す
。

　
年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手
続
の
際
に
は
、
控
除

証
明
書
や
領
収
書
を
申
告
書
に
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
家
族
の
分
の
保
険
料
を
納
め
た
場
合
も
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
に
必
要
な
国
民
年
金
保
険
料

の
控
除
証
明
書
は
平
成
二
十
年
十
一
月
に
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
か
ら
送
ら
れ
ま
す
。
こ
の
証
明
書
に
は
、
平
成
二
十

年
一
月
か
ら
九
月
の
間
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
額

（
口
座
振
替
者
は
十
月
一
日
引
き
落
と
し
分
ま
で
）
と
、
年

内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
額
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
二
十
歳
に
な
る
と
「
国
民
年
金
」
に
加
入
し
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
、
ご
存
知
で
す
か
？
「
国
民
年
金
」
は
、
老

後
は
も
ち
ろ
ん
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
収
入
が
と
だ
え
て
も
、

誰
も
が
安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
社
会
全
体
で
支

え
合
う
制
度
で
す
。

　
二
十
歳
に
な
る
と
、
ま
ず
年
金
手
帳
と
納
付
案
内
書
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
。
そ
の
年
金
手
帳
に
記
載
さ
れ
た
基
礎

年
金
番
号
は
、
年
金
を
受
給
す
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
会

社
に
就
職
す
る
と
き
な
ど
一
生
涯
使
い
ま
す
の
で
、
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
国
民
年
金
」
は
、
学
生
の
み
な
さ
ん
に
も
保
険
料
の

納
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
在
学
期
間
中
の
保
険
料

を
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
以
外
の
二
十
歳
台
の
方
に
は
、
本
人
及
び

配
偶
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
制
度
も
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
・
国
民
年

金
担
当
窓
口
に
て
受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
出
が

さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
り
ま
す
と
、
万
一
の
事
故
な
ど
で
、

障
害
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
お
よ
び
共
済
組
合
な
ど
か

ら
支
給
さ
れ
る
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す
る
年

金
は
、
所
得
税
法
上
「
雑
所
得
」
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、

課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
で
は
、
老
齢
年
金
等
の
受
給

者
全
員
に
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
を
送
付
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
（
毎
年
一
月
下
旬
）
。

　
こ
の
「
源
泉
徴
収
票
」
に
は
、
平
成
二
十
年
中
に
支
払

わ
れ
た
年
金
の
支
払
総
額
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
国

保
・
介
護
保
険
料
等
の
金
額
、
源
泉
徴
収
税
額
及
び
控
除

内
容
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
確
定
申
告
の
際
に
は
、
こ
の
「
源
泉
徴
収
票
」
が
必
要

で
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
万
が
一
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事

務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
課

税
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
「
源
泉
徴
収
票
」
は
発

行
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
今
年
も
、
次
世
代
を
担
う
中
学
・
高
校
生
を
対
象
と
し

た
年
金
教
育
の
一
環
と
し
て
、
「
ね
ん
き
ん
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
し
た
。
中
学
生
部
門
の
応

募
が
６
点
あ
り
ま
し
た
が
、
高
校
生
部
門
の
応
募
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
高
知
県
で
は
、
上
ノ
加
江
中
学
校
２
年

生
、
　
田
浩
太
さ
ん
の
作
品
を
最
優
秀
賞
と
し
、
「
社
会

保
険
庁
全
国
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
推
薦
し
ま
し
た
。
受

賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
今
後
当
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
く
予
定
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

二
十
歳
が
ス
タ
ー
ト
「
国
民
年
金
」！

第
３
回

　
年
金
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
の

　
発
表
に
つ
い
て

年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ま
へ

「
平
成
二
十
年
分
公
的
年
金
等
の

　
　
源
泉
徴
収
票
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
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大運動会
固定資産税  　 　 ３期分
国民健康保険税 　  ６期分
 　12月25日納期 

村 県 民 税　　　４期分
国民健康保険税 　 ７期分
　 ２月２日納期 

最低賃金改正のお知らせ

高知県最低賃金が、次のとおり改定されました。

　　　１時間　　630円以上
　　　平成20年10月26日以降適用です。

詳細は高知労働局（賃金室）へお問い合わせください。

　　　電話　088・885・6024

　　平成20年度年末年始の交通安全運動が下記の日程で実施されます。                      

　この機会に村民一人ひとりが交通安全に対する意識を高め、交通事故を起こさない、交通事故に遭わ

   ないよう、心がけていただきますようお知らせいたします。                      

　　

　　　　実施期間　　平成20年12月10日（水）～21年１月９日（金）

～平成20年度～  

年末年始の交通安全運動の実施について

 　　　　　◇重点目標◇                     

 ①高齢者の交通事故防止 

 ②飲酒・暴走運転の根絶 

 ③自転車の安全利用の促進 

　平成２０年度よんでんグループふれあい旬間にあたり、平成２０年１０月２１日に四国電力（株）中村支店
から公衆街路灯１灯が柚ノ木に設置され寄贈されました。

四国電力（株）中村支店から公衆街路灯１灯が寄贈
　　　　　　　　　　されました

四国電力（株）中村支店から公衆街路灯１灯が寄贈
　　　　　　　　　　されました
四国電力（株）中村支店から公衆街路灯１灯が寄贈
　　　　　　　　　　されました
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ろく・農林文化祭”
　
国
の
構
造
改
革
特
区
「
濁
酒
特
区
」
に
認
定
さ
れ
て

い
る
本
村
で
十
一
月
三
日
、
「
ど
ぶ
ろ
く
・
農
林
文
化

祭
」
が
開
か
れ
、
七
軒
の
農
家
食
堂
が
仕
込
ん
だ
「
ど

ぶ
ろ
く
」
を
味
わ
お
う
と
、
村
人
口
（
約
一
千
八
百
人
）

の
二
倍
を
超
す
約
四
千
五
百
人
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

高
知
市
か
ら
の
ツ
ア
ー
客
や
県
外
か
ら
も
多
数
来
場
さ

れ
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
が
定
着
し
て
き
た
と
感
じ
て
ま

す
。

　
当
日
は
ど
ぶ
ろ
く
の
売
れ
行
き
も
良
好
、
ま
た
、
ど

ぶ
ろ
く
饅
頭
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
あ
が
り
、
用
意
し

た
七
〇
〇
パ
ッ
ク
は
ア
ッ
と
言
う
間
に
完
売
と
な
り
ま

し
た
。
他
に
も
軍
鶏
煮
込
み
う
ど
ん
、
田
舎
寿
司
、
手

前
味
噌
、
焼
肉
販
売
、
し
し
肉
な
ど
も
大
変
人
気
を
集

め
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
三
原
米
を
も
っ
と
宣
伝
し
よ
う
と
、
に
ぎ
り

飯
の
味
見
や
杵
で
つ
く
餅
つ
き
体
験
、
パ
ッ
ト
ラ
イ
ス

の
コ
ー
ナ
ー
は
人
だ
か
り
が
出
来
る
程
の
人
気
で
「
お

い
し
い
」
と
た
く
さ
ん
の
方
が
喜
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
恒
例
の
長
い
太
巻
き
作
り
で
は
約
二
十
二
メ
ー

ト
ル
の
長
さ
に
、
七
十
人
が
参
加
し
、
息
を
合
わ
せ
、

巨
大
な
太
巻
き
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
来
場
さ
れ
た
お

客
さ
ん
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
存
分
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
お
か
げ
さ
ま
で
祭
り
も
盛
況
で
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
持
続
的
な
発
展
の
た
め

に
も
次
の
展
開
が
重
要
で
、
地
域
の
活
性
化
に
向
け
こ

れ
か
ら
も
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る

次
第
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
祭
り
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
で
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
方
々
に
対
し
ま
し
て
、

こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
心
よ
り
の
感
謝
と
お
礼
を

申
し
あ
げ
ま
す
。

餅つき体験 中学校文化祭

大人気、行列ができました！食改さんの喫茶店 焼肉コーナー



（9） 平成20年12月

“三原村どぶろ
こっちにも

投げて～

餅投げ餅投げ

伝統芸能（上長谷太刀踊り）伝統芸能（上長谷太刀踊り）

太鼓打ちの

池本玲奈さん
太鼓打ちの

池本玲奈さん

お寿司、

おいしいよ！

ながーい太巻き作り やぶかくし販売やぶかくし販売
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◎ 人権擁護委員はあなたの身近な相談パートナーです。

　人権擁護委員をご存知ですか。地域の住民の皆さんの人権が侵されないように絶えず見
守り、もし、人権が侵されたときには法務局と連携して、救済のための適切な措置を採る
とともに、人権尊重思想をご理解いただくための活動をすることを使命としています。
　家庭、学校、職場、地域社会などでの困りごとや悩みごとは、お気軽に人権擁護委員に
ご相談ください。費用は無料で、相談内容の秘密は厳守します。

高知労働局　総合労働相談コーナー　　　　　　　　　　　　0120-783-722
　　（高知市南金田1-39）　　　　　　　　　　　　　　　　088-886-6027
高知総合労働相談コーナー（高知労働基準監督署内）
　　（高知市南金田1-39）　　　　　　　　　　　　　　　　088-885-6010
四万十総合労働相談コーナー（四万十労働基準監督署内）
　　（四万十市右山五月町3-12　中村地方合同庁舎）　　　　0880-35-3148
高知県労働委員会
　　（高知市丸ノ内2丁目4-1　高知県庁北庁舎４階）　　　　088-821-4645

三原村の人権擁護委員は、次の方々です。

三原村柚ノ木　　榎　　　喜　章　　　三原村亀ノ川　　山　川　政　幸

　村内の住民より電話等で数件の犬の放し飼いをしているという苦情が寄せられ、被害
にあったという人もいます。放し飼いにすると、人に危害を与えるだけでなく、飼って
いる鳥や犬・作物などにも被害を与えます。又、山や家の庭での放し飼いについても、
囲いをしていない所では、迷惑となりますのでしないで下さい。
　散歩時も同様に、必ず鎖をして、人に害を及ぼさないようにお願いします。またフン
は飼い主の方が責任を持って持ち帰って下さい。
　飼い主の方は、周りの方に迷惑をかけないような飼育をお願いします。

無料労働相談　～職場のトラブルでお悩みの方へ～無料労働相談　～職場のトラブルでお悩みの方へ～

　解雇や賃金引下げ、労働時間、いじめやセクシャルハラスメントなど職場でのトラブルの
相談をお受けします。
　また、高知労働局と高知県労働委員会では、あっせんなども行っています。

＊相談内容によっては、担当行政機関を御案内させていただく場合があります。
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総合

まで申し込んでください。
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日曜・遺言等
公証法律相談
日曜・遺言等
公証法律相談

高知地方法務局所属　

中村公証役場公証人

平日に事前に電話で予約してください。

予約電話番号　

0880-34-1728
平成20年12月14日（第２日曜日）

平成21年１月18日（第３日曜日）

午前9時から午後5時ころまで。（1組約50分）

中村公証役場
四万十市中村大橋通6丁目3番7号　

第一とらやビル4階

遺言のほか、相続、金銭・不動産の貸借、

離婚に伴う養育料・慰謝料・財産分与・

高齢者等の財産管理　など

※相談は無料・秘密厳守です。お気軽にご相談ください。

生産技術科　20名、電子情報技術科　30名、住居環境科　20名

高等学校を卒業した者（3月卒業見込み者を含む）

数学（数学１）、英語（英語１）

平成21年1月20日（火）～1月29日（木）

平成21年2月5日（木）

平成21年2月18日〈水〉

〒７６３－００９３

香川県丸亀市郡家町3202番地

四国職業能力開発大学校　学務課

TEL　０８７７－２４－６２５５

【お詫びと訂正】
広報みはらNo.286の4ページ中人権相談委員と心配ごと相談委員の名前が間違っていました。

訂正すると共にお詫びいたします。

　　人権相談委員　　（誤）　山川　正幸　　→　　（正）　山川　政幸

　　心配ごと相談委員（誤）　大塚　華　　　→　　（正）　大塚　準

四国職業能力開発大学校
　　　　平成21年度学生募集

募集学科・定員

応 募 資 格

入 試 科 目

願 書 受 付

試 験 日

合 格 発 表

問い合 わせ先

1
2
3
4
5
6
7

1
2
3
4
5
6
7

相談担当者

予 約 制

相 談 日

開 催 時 間

場 所

相 談 内 容

日　　時

平成２０年１２月３０日（火）

平成２０年１２月３1日（水）

平成２1年１月1日（木）

平成２1年１月２日（金）

平成２1年１月３日（土）

当　番　医

本 田 歯 科 医 院

幸 徳 歯 科

安岡歯科診療所

前田歯科診療所

和 泉 歯 科 医 院

住　　所

宿毛市中央４丁目2-29

四万十市中村大橋道6-1-24

土佐清水市下ノ加江216

宿毛市萩原1-31

黒潮町入野2082-9

電話番号

0880-63-2936

0880-34-5578

0880-84-0002

0880-63-3803

0880-43-3636

●幡多地区年末年始休日救急歯科診療   
　 当番医療機関   

＊診療時間　午前９：００～１２：００
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　診療所前の三原バス停留所が老 

朽化して、みすぼらしい状態にな 

っていましたが、住民の方から手 

弁当での補修の申し出があり、素 

早く対応してもらい、見違えるほ 

どきれいにしていただきました。 

　ご本人の希望により、名前を出 

してお礼を言うことはできません 

が、三原バス利用者の方はもちろ 

ん、お遍路さんの休憩にも重宝さ 

れると思います。            

　この紙面を借りて厚くお礼を申 

し上げます。本当にありがとうご 

ざいました。            

～バス停留所補修のお礼～ ～バス停留所補修のお礼～ 

今年もコスモスきれいでした。今年もコスモスきれいでした。「農地・水・環境保全施策」今年もコスモスきれいでした。

下長谷 下切 柚ノ木 皆尾

じょうず
に踊れた
ね！カッコ

イイ！
よーい
ドン！

保
育
所
運
動
会
（
20
・
10
・
18
）
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■編集・発行／三原村総務課　〒787-0892　高知県幡多郡三原村来栖野三四六番地

Profile


